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理事会報告  

110月13日（月）  

H 9月分収支計算・予算対比表の検討。  

会費収入がすこし遅れているので、督促することとな  

る。  

⇔ 通関委員会から雑誌通関の現状と間領点につき報告、  

討論。  

さらに検討をすすめることとなる。  

句 フローレンス協定問題（前号参照）  

文部省から協定の翻訳が届いたので、研究することと  

なる。   

囲 全国医学生自治会連絡会議からの申入れについて報告  

あり。   

㈲ 資料委員会から活動の現況につき報告あり。  

囲 明年京都で開催されるIPA（EnternationalPub－  

1ishers Association）の世界大会に際し、主催団体と連  

絡をとることに決定。   

掴 フランクフルト書籍展視察団の現況につき文化厚生委  

員会から報告あり、今後さらに研究、工夫を重ねること  

となる。  

㈹ 内外の諸情勢について討論。   

糾 その他。  

10月16日（木）緊急理事会  

日 英国郵送料の大幅上昇（本年すでに50％、明年も50～  

70％）について報告あり、対策を検討。   

⇔ 内外の諸情勢について討論。   

e その他。  
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洋書交換委員会だより  

牙7 回 洋書 ま つ り   

洋書まつりも7回ともなると、余り新顔の出品社もなく   

手なれた会員ばかりで準備のための委員会も出品社総会を   

兼ねて2回しか開かず、今迄通りのプロセスで10月24、25  

ヨ（金、土）の両日古書会館で開催。参加社数は昨年と同  

じ14社、レプは減って6社、併し会員の在庫減らしが効い   

てかブース数も減り、売上の心配がありましたが予想に反   

し、前回の一割アップの売上で委員一同ホットしました。  

陳列台の減少、二日目の降雨にしてはまづまづの成績と思  

えます。相不変、原Jr．が自社は出品されないのによく  

attendしていただきました。出品者の中には、タイトルペ  

ージを版元に返し既にクレジットされた商品を若干出品さ   

れた向きもあり、これは商道徳上も感心した事ではなく今   

後注意したいものです。会期中洋書センターの組合員が入   

口でビラをまいていたのはどういう目的か分りません。矢  

張痛感される事はPRの不足で、勿論資金面の事もありま  

すが、来年の委員の課題だと思はれます。  

通関委員会だより  

1．東京税関東京外郵出張所のBook通関手続窓口が10月  

1日より変更され、担当官の方も変りました。  

窓口  輸入升一部門（窓口1番）  

担当  総括審査官 栗 原 増 雄氏  

審 査 官 大 塚 隆 一氏   

なお、通関許可済のⅠ／Dは輸入升二部門審査官竹内昭   

三氏より返却されます。（JBIA No．245参照）   

2・Book通関手続の書類提出〆切日が、大蔵省の通関統   

計の関係で、毎月20日から毎月15日に改められました。   

（JBIA No．246参照）  
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牙七回 国際書籍展視察団報告   

洋 販  村  山  靖   弘   

物の氾濫によるSpace Warが常織になっている書店には、   

贅沢なdisplayに溜息をつかされる思いでした。  

今回の旅行では今迄にないトラソクの被害がありまし   

た。升一番日にショッキングであったことは、ロンドンの   

ヒースロー一空港で、＝サムソナイト”のトランクを持ってい   

る人はとんどが、空港の荷役人によってバックを合鍵的な   

もので開けられたということです。貴重品はトラソクに入  

れないようにと再三の注意がありましたので、特別被害に   

合った人はありませんでしたが、本当に不愉快なイギリス  

の升一歩でした。このようなケースは日本の団体兼行者を  

中心に数年前より起り、その都度claimを申し入れても聞  

いてもらえないので、旅行代理店協会が外務省を通じて抗  

議を行っているのですが、ほとんと効果がないとのことで  

す。今後、海外旋行をされる、サムソナイトをお持の方は  

十分注意下さい。又、参加女性が、フランクフルト到着の  

升一目目よりトランクが行え不明になり、帰国した現在も  

発見出来ないという′、プニングに合いました。幸い参加さ  

れた皆さまの暖かいご援助により、無事全日程を消化出来  

ましたが、以上は今迄にはなかったトラブルでした。   

その他、いろいろ楽しかった思い出が多くありますが、  

紙面の都合で省略させていただきます。   

最後に、今回のフランクフルト書籍展事務局との会合の  

た捌こ、いろいろお骨折り下さり、又、旅行中も通訳等で   

お世話になりました、エンデルレ書店のノ、ンスさん、及び   

この旅行のために多大なご支援を下さった関係各社の方々   

にお礼申し上げます。有難うございました。  

こんごともこの旅行は続けられると思いますが、海外の   

出版社は輸入協会の代表者として迎えてくれます。対外親   

善の為にも欠かすことの出来ない旅行の一つとして、どう   

すればより多くの人に参加していただけるか、協会の一人   

一人の皆さまと考えてゆきたいと思います。  

洋書輸入協会主催「升七回国際書籍展視察旅行」の一行   

20名（協会員13名・8社）は、フランクフルト書籍展を中   

心とした20日間のヨーロッパ視察旅行より、去る10月26日   

（目）の南廻りLH640庚で全員無事帰国いたしましたの   

でご報告申し上げます。  

今回より幹事旅行会社が大平トラベル（大平住宅）に変   

更され、参加の方々よりも若干不安の声が上っておりまし   

たが、大きなトラブルもなく、無事終了することが出来ま   

したのも、関係各社の方々の暖かいご支援の腸ものと感謝   

致しております。  

実際七回目と申しましても、この旅行が企画されて以来   

の最低の参加人員で、募集期間中は終始実施出来るかどう   

かで、ノ、ラノ、ラの連続でした。予定していた方々の間際の   

キャンセル、病気等での不参加と人数が減ることがありま   

しても増えることがありませんでした。幸い、私共20名以   

外の数人の方々への飛行機の席と観光の切売りが出来、ぎ   

りぎりの人数で実施致しましたのが現状でございます。  

今年のFrankfurt Book Fairは、升27回目にあたり、   

展示会参加出版社数は史上最高の4，039社（62ケ国）に上   

り、出品書籍点数は251，000冊（内新刊書79，000冊）という   

ことで、内外共にこのBook Fairに期待して参加する出版   

社が増えているようです。本年は、Book Fair事務局より   

視察団に対して、日本出発前より公式にCocktailPartyへ   

の招待があり、事務局長のMr．Peter Weidhass，理事の   

Mr．Gerhard A．Kurtze（Grosshause Wegner）両氏が   

出席され、日本出版界、書店の情勢等に関して活発な意見   

交換がありました。その後、Party参加者全員は事務局担   

当者の案内で、ブック・フェアー会場の一画にある、ドイ   

ツ書店のモデル・ショップス等の見学をしました。すでに   

製品化され、既製品も出廻っている棚の数々、モニター・   

TV等近代的な店が三軒ありましたが、日本のように出版  

－ 3 －   



1975・フランクフルト・国際図書展・あとさき  

山  本  高  行  

参加だが、約三分の二強の出版社は統一団体参加の方式に  

よるものであった。地元西ドイツの約500社近い数を別に  

すれば、やはりイギリスの400社を超える数が最も多く、  

アメリカは340社程を数えるに過ぎなかった。数でみる限  

り伝統の国イギリスは出版王国と言えよう。   

スタンドの作り方にも各社、各国それぞれ様々な工夫が  

見られ、パソフレット類の置く場所や本の展示の方法など、  

あるいは商談のためのテーブルや椅子の取りようなど比  

較してみると興味深い。来訪者に対し開放的であると同時  

に、商談への配慮も十分－やる気十分と言ったところが  

印象的であり、これは小生の如き比較好きの人間にとって  

は、尚更のことであった。   

日本のスタンドは（BooksfromJapan），この点に関す  

る限り、閉鎖的と言わざるを得ない奥の院的発想一失礼  

．′無目的か－で、その配列の順序もまったく羅列的で意  

味がわからない。単に極論すれば、展示すればそれで終り  

といった軽い気持を脱却し、出版の国際化にも漬極的に対  

処せねばと強く感じた次第だった。極めて難解な社名を麗  

々しく掲げる前に一考を要しないものかどうか？本はその  

内容を第一に考えるできものではなかったか？  

YASUNARI，KAWABATAの00杜でまたMISHIMAの  

00杜でもよいのではないか？あるいはもっと外国の関係  

者に理解し易いジャンル別とか他に適当な方法はまだまだ  

検討の余地がある筈。そういう意味ではスイス、イクリ  

ー、フランスあるいは、中国、ポーランド、ソヴィエット  

などに見られるようジャンル別の方法も来訪者には便利で  

都合が良いのではないか？日本の主催側もそろそろ反省す  

べき時点に来たことを考渡すべきであろう。   

数を競う時代は終った。何故出品するのか目的について  

の共通認識をまず持つべきではないか？その日的をヨーロ  

ッパのビジネスの風土の中に如何に明確に示すべきや。そ  

こには日本的個性が現れてよいではないか？－富士山や  

芸者ガールでは勿論間窟であるが一－さらに参加する出版  

社の自己主張を堂々と表明したらよいではないか？「俺達  

は観光に来たんだ。図書展に来たのではないんだ．／」と平  

気で噴く連中は、最初から関係しない方がよい。プロ意識  

に徹し給えた。  ≪次号つづく≫  

（1）   

晴れた澄み切った青空から見下すフランクフ／レトの町は  

緑の森に固まれ∴落着いたマイン川の流れに沿ってあり美  

しい。空港から市の中心部へ通ずるアウトバーンも気持が  

良い。しかし日曜日のフランクフルトの姿は何とまったく  

変わってしまうことか？西ドイツ国鉄の中央駅前の繁華街  

に出てみると、西ドイツの都市であることを忘れさせてし  

まう。イタリーを始め東欧や中近東からの出稼ぎ労働者達  

の圧倒的な数の姿のみで、殆どドイツ人が見当らず何か錯  

覚を起こさせる、所謂国際都市なのだろう。   

そんな都市で、数えて升27回の国際図書展が本年も10月  

9日から14日までの5日間、広大な催し物会場で開催され  

た。   

市電の停車場側の入口から歩けば、優に5、6分はかか  

るだろう。広い敷地の一部が国際図書展の会場である。一  

番大きい建物を真申に三つに分けられていた。  

（2）   

日本関係の出版社のスタンドがあるのは、そのHalle5  

と呼ばれている棟である。   

今年は世界各国から64ケ国約3，900社が参加、出品して  

いるとのことであった。これは例えば2年前の1973年の59  

ケ国、約3，600社と比べると5ケ国と紳300社程と数の上で  

は漸増し、年々隆盛を窮めている姿には変わりない。また  

入場券も当日券2．5マルク、5日間の通用券も5マルクと  

変っていなかった。ただ今年の特徴は1975年が「国際婦人  

年」であることに因んで“The Woman．’と題する特別展示  

が行われていたことであろう。   

まず会場を一巡後、日本関係のスタンドを回ってみるに、  

1973年には独立参加した出版社は32社を教えたが、本年  

は28杜と4社ながら減り、また統一団体参加した出版社は  

1973年は22社であったのが、本年は35社と12社も多くなっ  

ていた。集計してみると、1973年が54社、1975年が63社と  

漸増しているのが数の上での比較した姿である。独立参加  

組は各社独自のスタンドを持ったのに対し、統一団体組は  

Books fromJapanのタイトルのもとに集合体として展示  

を行っていた。   

困なみに西ドイツの隣国スイスは／ト国ながら約380社の  
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くべンギンとその機構＞ （第5回）  

くSD 野 村 知 成  

＜Wareh川8eとDistrib山iom Cemtre＞（その3）  

Cartrac Systemに於けるTrackの総延長距離は、約   

1500フィートで、常時120のCarriersが運行L／ている。   

このSystemの特色は、何と言っても、Carrierが不要な   

Areaに寄らないと言う事である。つまり Carrierは出   

時点に於いて、受註した本を集晶すべき必要なAreaのみ   

からCa】1される様Codeされる事である。コソピュータか   

ら出るPicking Documentは、Picking Area，Area内の   

商品の配置順序の通り、集荷すべきタイトルをリストして   

いる。Picking Documentは、集荷に必要なCartonの数、   

サイズ．タイプもConsole Operatorに指示する。この様   

にして、Picking AreaでのOrder PickerはCarrierの   

運行ルートに関しては、何ら係りを持たず、集品作業が進   

められるわけである。  

Picking Areaの商品は、集荷作業が進行すれば当然減   

って来る。減った商品を補充するのもCartrac Systemで   

ある。各Picking Areaの背後にある棚に、次々補給する   

わけだが、それは、Packing Areaから帰って来る空の   

Carrierを利用L，て行われる。空のCarrierは商品補充   

Area（ReplenishmentArea）を必ず経由する様ルートが   

出来ている。Replenishment Areaでは、補充要求があれ   

ば、Consoleへ帰る Carrierに必要タイトルを頼んで、   

Picking Areaへ行く様Code される。Replenishment   

Areaは、Packing Station とPicking Area Aとの間の   

「コの字」型の部分にある（前回の図表参照）。  

Cartracはフロアスべ－スを最大限に利用するため、   

Trackがあちこちで直角に交っている。交差部分は、全部   

で37ケ所あるが、中でも中心になる部分は10トラックが   

集中的に交差している。Carrierの交差点での動きは、完   

全なAutomatic方式で、水平に回転する車輪と空気EEの  

って、Carrierに与えた運行予定通りの方向へ進める事が   

出来る。Carrierの運行は出発から帰着まで、完全に一巡   

すれば約30分を要する。  

このCartracSystemを考案するに当って、諸々の技術   

的メカニズムの問題も、たしかに大きな問題であったが、   

それにもまして困難を要L，たのは、各Picking Areaへの   

仕事量の配分であったという。この事は、ペンギンを見学   

した折にも強調して説明していた事でも明らかな様であ   

る。仕事量の配分の問題は、単に扱い点数の機械的な平均   

的配分では解決にならない。すぐ気づく事で言えば、非常   

によく売れるタイトルを扱うAreaは非常に仕事量がふえ   

る。売れ行きのよいものはかり一つのAreaに集中すれば、   

当然仕事の流れは、そのAreaで渋滞する。L／かも売れ行   

きは、新刊が出たり、重版が出たり、読者の傾向が変れば、   

このバラソスは変って来る。PickingArea毎の仕事量のバ   

ランスの問題は、現在も修正を常に心がけて行われている。  

現在このSystemは約200，000冊を毎日こなす事が出来   

る容量をもっている。テキスト採用の時期になると、1日   

17～1即寺間稼動して30万40万の作業をする事もあると聞   

く。しかL／Dailyの絶対量が20万冊をこえる様になったら   

どうするのか。Picking Areaなどを増設する事によって   

50％作業量をアップする余地は充分に残っていると Pen－  

（次回へ続く）  guineは言っている。   

Cartrac systemとpackingLStation   力を利用した働きを、電子回路でコントロールする事によ  
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政   治  1，766  2，074  （＋308）   

宗   教  780   822  （＋42）   

教 科 書 1，268 1，684  （＋416）   

社 会 学  565   758  （＋193）   

旅行・ガイド  468   459  （－9）  

（The Bookse11erlO月11日号より）  

－紀伊国屋書店提供－  

海外 ニ ュ ー  ス  

「英国書籍の出版点数上昇」  

年初には、1975年の出版点数は前年より実質的に下廻る   

であろうと予測されていたが、依然として出版点数は伸び   

続けているようである。   

1975年1月から9月までの出版点数は26，820点で、1974   

年の同期の23，938点に比し2，902点も増加している。この   

2，902点のうち重版は252点にすぎないから、新刊書（初版）   

が大きく伸びていることがわかる。  

7月に1月から6月までの半年間の結果が発表されたと   

き、この出版点数の伸びは、1974年のエネルギー危機やス   

トによる操短のため1974年に出版さるべきものが1975年に  

繰り越されたのであろうと云われたが、依然として続いて   

いる上昇傾向は、その繰り越しがまだ続いているためか、   

あるいは出版社がもっと大がかりな増産を意図しているの   

か、今のところまだはっきりしていない。  

分野別に出版点数を比較すれば次の通りである。  

ユ旦Z生  ＿ ＿＿  

美   術  823   942  （＋119）  

伝   記  771   902  （＋131）  

化学・物理  517  786 （＋269）  

児 童 書 1，875 1，941 （＋66）  

商   業  532   588  （＋56）  

教  育  703  785  （＋82）  

工   学  693   785  （＋92）  

′ト  説  3，215  3，043  （－172）  

歴   史  909  989  （＋80）  

産   業  303   355  （＋52）  

法律・行政  643  822  （＋179）  

文   学  586  736 （＋150）  

医   学  1，066 1，402  （＋336）  

自然科学  812   884  （＋72）  

ユ ース  

☆英国Penguin Book Ltd．のExport Manager，  

Mr．EdwardJ．A．MarquislO月中旬来日。   

☆東独BuchexportのVice GeneralManager，  

Mr．F．SchubertおよびMrs．R．SielafflO月上旬来  

日。   

☆米国Kraus社のVice President，Mr．J．Alper  

ll月上旬来日。  

通 関 統 計   

外国貿易概況（大蔵省関税局編、日本関税協会発行）   

1975年7月号所載。  

書籍、新聞、雑誌の輸入額。   

昭和50年7月 ＄8，665，000 1月以降累計 ＄59，774，000   

昭和49年7月 ＄7，559，000  ′ケ  ＄45，807，000   

（註）この統計は、CIF価格で10万円以下の少額貨物は  

含まない。  

事務所移転ご案内   

今般次の通知がありましたのでお手許の会員名得の訂正   

をお隣い致します。  

日本プレンティスホール㈱  

〒】．07 東京都港区赤坂2－12－23  

赤坂マソション405  

曾（03）583′〉2591㈹  

ー  6 －   



会員の 横顔  

お知らせ  日本出版貿易株式会祉   

村山 俊男   

新聞を丹念にみる方  

は、十月末の「日経」  

のある広告に、オヤッ  

と思われたにちがいな  

い。五段抜きの洋服の  

広告に、三人の貿易マ  

ンが顔を揃えているの  

だが、その一人がここ  

に御紹介する村山さん  

British Council Course on Bookselling 

1976年8月15E］から9月25日までBritish Council主  

催によりロンドンで書籍販売業務についてのセミナーが  

開催されます。募集人員20名、会費£525．このセミナー  

は1965年以来つづいているもので本会が第6回にあたり  

ます。詳細については事務局またはBritish Councilへ  

お問合せください。  

なのである。御本人に云わせると、「会社の名前を出  
トニ  

すというし、年令は書かないというから引き受けた」  

のだそうだが、唯の洋書屋ではない村山さんの片鱗が  

こんなところにも窺える。   

大正十年佐賀の生れ。といっても父上が物産マンで  

あったから各地を転々。小学校は東京と逗子、中学は  

仙台と麻布と変っている。それでいて東京商大にスン  

ナリ入学し、学徒動員を受けると、当時四百人に一人  

と云われた海軍計理学校の試験に合格し、海軍士官に  

なったのだから、その俊才ぶりは相当なものである。   

玉砕寸前の硫黄島から父島に転勤を命ぜられたおか  

げで命拾い。財閥解体のあおりで物産マンにはなれな  

かったが、中学大学と同級であった望月日貿社長に招  

じられて昭和27年日貿入社。洋書との縁もこの辺かも  

始まったわけだが、仕事のメインは一般貿易で、今ま  

でに手がけた商品は数限りない。十年程前にニューギ  

ニアに乗りこんだ時は、シャツ、ネクタイ、ベルト、  

ズボン、靴と身につけたものは全部サムブルで、つま  

り彼自身動く商品陳列室となり、その上乗っていた自  

動車まで売り歩いたという。その時扱った商品のリス  

トには婦人下着もあるが、それまで身につけていたか  

どうかは聞き洩らした。   

その頃からイソドネシアのグヌングアダング社の役  

員も兼ね、その間のいきさつは東販が出している「書  

店経営」の十月号に寄せた彼の随筆「とめどない思い  

出」に詳しい。   

人に云える趣味は碁と釣りだという。人に云えない  

それを追及したところで、頭の良い村山さんには適当  

にさばかれてしまいそうだから、敢てしないことにす  

る。御家族は奥さまと、慶大三年の御子息、というこ  

とを書かなけれは四十代で通る彼なのだが、本欄は広  

告ではないので、キビシイ態度を崩さぬことにした。   

お詫びと訂正   

前回102号の「創設期の社と文学書」の右側13行目と14  

行目が入違いになっております。お詑びかたがたご訂正願  

います。   

Wiley，Wiley and Long（George Longとの協同経営時  

代Wiley and Putnam（George Pa）rner Putnam）  

総代理店 ご案内   

次の通り日本総代理店の案内がございました。   

お手許のAgentListにご記入願います   

㈱ 南  江  堂  曹811－7234   

Addiction Research Foundation  

Khanna et al．（ed．）：AIcoholicLiver Pathology  

（InternationalSymposia on AIcoholand  

Drug Prob】ems，No．4）   

Churchi）1－Livingstone  

￥9，250   

Leatham・Al＝AuscultationandPhonocardiography，   

2nded・  inprep・   

Little．Brown＆CO．   

SurgicalTechniquesIllustrated（allvolumes）  

each￥8，750  

C．Ⅴ．Mosby CO．   

Goldberger，A．L．：MyocardialInfarction－  

Electrocardiographic DifferentialDiagnosis  

￥7，300  

Wi11iams＆Wilkins  

Truex，R，C．＆M．B．Carpenter：Human   

Neuroanatomy，7th ed．  in pepr．  
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■ 西ドイツ，オーストリア，スイスで，   

現在市貝反され，入手できる，ドイツ語   
で書かれた図書を網羅した目録。   

■ 著者名，書名，キイワードが，アルフ   

ァベット順に集積配列されているので   

検索しやすい7   

■ その図書の在庫を持つ取次業者の略名   

を付すっ   

■ 国際標準図書番号（lSBN）の索引と全   

出版社の住所録を付す。   

■ 最新第5版，4′800ページ，ll’′×8′＼  

1975年10月出版。  

全 3 巻  48，960円  

日 本 総 代 理 店  

ユナイテッド・パブリッシャーズ・サービス社  

東京都千代田区麹町4－1志村ビル／電話（03）262－5278  

昭和50年11月  通巻第103号  洋書輸入協会  編集者 寺久保一重  

尋103 東京都中央区日本橋1丁目20番3号 藍沢ビル302号室  曾271－6901  

面530 関 西 支 部  大阪市北区芝田町28 第一山中ビル  曾371－5329   


